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糖尿病性神経障害における細胞内情報伝達系とチャ
ンネル機能の連鎖機構の解明
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した結果、 35mM NaCl ，65mMTrisHCl， 30mMTEAClの細胞外液が最も適してい
ることが明らかになった。さらに電極抵抗を0.5""'1.5 MWまで下げることによりシ
リーズレジスタンスを抑え、完全に膜電位固定された波形を得られるようになった。
この検討を直径20""'27mmの細胞で行った。 peakcurrentの平均は0.94+ 0.12 nA、
current densityは46+ 6nA/pF(n=11)であった。また今までに報告されているよ
うにこのチャネルはテトラドトキシン感受性Na+チャネルに比べ遅いkineticsを持






1mM CaC12， 10mM EGTA (推定Ca2+濃度 10nM)より実験を始め、パッチクラン
プ法を確立した後、②1mMCaC12， 3mM EGTA (推定Ca2+濃度40nM)、③2mM






検討に加え、 steady-stateinactivation， repriming kineticsの検討が速やかに行な
えるようになった。 steady-stateinactivationはhalfinactivation potential (Eh)が
-22.3 + 1.4m Vといままでの報告に矛盾しないものだ、った。またreprimingkinetics 
の検討ではこのチャネルは2つの時係数を持ち、 fasttime constant : 5.2士O.7ms
とこれもこれまでの報告に矛盾しないものだ、った。
4)培養によるNa+電流の変化


















3) 静止膜電位を含む電位幅、 -90mV~-40mV に保持した後、脱分極させた時の
1TX-RのNa電流密度は糖尿病群で増大していた。
4) DRGニューロンの1TX-RNaチャネルは糖尿病群でより過分極側から活性化及び不
活性化された。今回、糖尿病期間長期のラットDRGで得られた1TX-RNaチャネル
電流・電流密度の増加及び過分極側で活性化される所見は、昨年度、同様な系で得ら
れた糖尿病期間の短いラットの成績と酷似しており、本チャネルを発現する小径線維
の興奮性冗進や痛覚閤値の低下が糖尿病ラットで恒常的に起こっていること、即ち痛
覚過敏が糖尿病ラットに存在することを示唆していると考えられる。
4.糖尿病期間 6週のラット神経細胞を用いたホールセルパッチクランプ
の検討
糖尿病ラットDRG小型細胞に発現する tetrodotoxin-抵抗性(1TX-R)Naチャネルの
機能について糖尿病期間長期 (8ヵ月)のラットで検討し、前年度の糖尿病期間6週と発
症早期のラットから得られた成績と比較して、ほぼ同様な成績を得た。この所見は本チャ
ネルを発現する小径線維の興奮性充進や痛覚闘値の低下が糖尿病ラットで恒常的に起こっ
ていること、即ち痛覚過敏が糖尿病ラットに存在することを示唆していると考えられる。
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